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特集特集 学習者の視点から学校音楽教育を考える

─ 子供にとって音楽は
「アイデンティティやコミュニケーション」のツール

─ 「教わる側の発信」（1987）と比較しながら

─ 福井県の研究体制から

─ 実社会で活用できる力を音楽で育てるために

─ 「記録」としての授業実践研究の在り方を考える

─ 音楽と音楽の授業における２つの〈繋がり〉

─ 「音楽の授業について」の自由記述を中心に

─ 高校生のアンケート結果を中心に

─ 音楽科，そして教科書に期待されるもの

─ 多様な価値に出会う意義

─ 1974年，1987年の調査との比較から

学習者の視点から学校音楽教育を考える
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─ ARCSモデルを援用した和太鼓の音楽づくりを通して

─ 「たんぽぽの部屋とたぬきの音屋」の実践報告

─ 体育科教育学分野の実践研究を事例として

─ 物語としての実践

─ 「教師・子ども・教材」をめぐって

─ 白金ゼミナールの報告に代えて

─ 観察から執筆までを振り返って

─ 中学校での実践を重ねる中で

『日本音楽教育学会編集委員会規定』
『音楽教育実践ジャーナル』投稿規定

編集後記


